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目の年であった。二〇年前の一九九六年に、カタルはＬＮＧ輸出を開始し、天然ガス大国へ 道を歩み始めたのである。今日、莫大な資源収入は国家経済・財政を大いに潤わせており、一人当たりＧＤＰは七万六〇〇〇ドル（二〇一五年、実質）を超えている。また一〇年前の二〇〇 年に 、ドーハでスポーツイベントの第一五回ア
ジア競技大会が開催された。これ以降、ドーハではさまざまなスポーツ国際大会が開催されており、二〇二二年にはサッカーＦＩＦＡワールドカップ（Ｗ杯）が開催される予定である。　
このように、カタルは過去二〇
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また同じく二〇一六年の諮問評
議会の演説では、油価下落の機会を利用して歳出を合理化したり、必要なものと不必要なもの、利益の出るものと出ないものを選り分けるべきだと述べている。さらに国民に対しては勤労 義務や国家への献身の重要性 強調 た。
　
タミーム首長は二〇一三年の就









値税（ＶＡＴ）を導入する予定であり、さらには段階的に電気や水道料金に対する補助金の削減も行われるとみられている。政府としては油価の低い時期に財政改革を行いたいところであるが、国民の補助金改革に対する反応は批判的である。二〇一六年にカタル大学社会経済調査研究センター（ＳＥＳＲＩ）が実施し 世論調査によると、カタル国民は無償教育、無償医療、無料の電気・水道料金、政府機関での雇用の確保を重視しており、その優先順位は非課税に比べても高いこ を示す調査結果が出た。つまり、た え新規税制が導入されようとも、既存の社会福祉制度が変更されることに抵抗感があるのである　
また、最近では個人債務の問題
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